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生体肝提供（ドナー）手術に関する指針
（日本肝移植研究会2003年1月）
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ドナー安全対策委員会
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調査の目的調査の目的

このような状況を受け、日本肝移植研究会では、生体このような状況を受け、日本肝移植研究会では、生体
肝移植症例のドナーすべてを対象とする悉皆調査の肝移植症例のドナーすべてを対象とする悉皆調査の
実施を決めた。実施を決めた。

本調査は、単に身体的な健康状態のみならず、患者本調査は、単に身体的な健康状態のみならず、患者
を精神的・経済的にも支える立場でもあるドナーの特を精神的・経済的にも支える立場でもあるドナーの特
性を踏まえ、精神面や社会的側面をも含め、できる限性を踏まえ、精神面や社会的側面をも含め、できる限
り多面的に現在のドナーの状況を明らかにすることをり多面的に現在のドナーの状況を明らかにすることを
目的とした。目的とした。

今回は、本調査の速報として結果の概要を示すことと今回は、本調査の速報として結果の概要を示すことと
する。する。
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対象対象

調査対象：調査対象：

–– 20032003年年1212月末までに国内の施設で行われた生体肝月末までに国内の施設で行われた生体肝
移植の全ドナーは移植の全ドナーは2,6762,676名名

–– 本報告では、倫理委員会での審査のため調査票の送本報告では、倫理委員会での審査のため調査票の送
付が遅れた付が遅れた11施設、施設、5252名と、住所不明などによる返送名と、住所不明などによる返送
票：票：256256票を除いた、計票を除いた、計2,3682,368名を調査対象とした。名を調査対象とした。

–– 有効回収票：有効回収票： 1,4351,435票、（有効回答率：票、（有効回答率：60.660.6％）％）

–– 回答拒否票：回答拒否票： 1919票票

回答がつらい、負担：回答がつらい、負担： 99票票

調査方法への不満、疑問：調査方法への不満、疑問： 66票票

本人が不在：本人が不在： 44票票
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意思決定場面での経験や思い意思決定場面での経験や思い

「脳死のドナーがいたらよいのに」と感じた

どちらとも
12.2%

感じた
18.0%

強く感じた
6.8%

全くなかった
45.6%

あまり
なかった

17.5%

レシピエントから期待を感じた

全くなかった
45.0%

強く感じた
9.2%

感じた
13.7%

あまり
なかった

14%

どちらとも
18.6%
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ドナーの体調の回復の程度と順調さドナーの体調の回復の程度と順調さ

ドナーの術後の経過の順調さ

悪かった
13.8%

順調
だった
62.0%

どちら
ともいえ

ない
24.2%

現在の体調の回復の程度

全くして
いない
0.1%

ほとんど
していない

0.2%半分
程度
2.7%

ほぼ
回復
44.2%

完全に
回復
52.8%
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ドナーの回復の経過ドナーの回復の経過

現在の体調までの現在の体調までの
回復に要した期間回復に要した期間
–– 平均で平均で7.57.5ヶ月ヶ月

–– 「完全に回復した」群で、平「完全に回復した」群で、平
均均5.75.7ヶ月ヶ月

手術から退院までの期間

10日以内
21.0%

2週間以内
34.1%

3週間以内
20.7%

1ヶ月以内
15.8%

それ以上
8.3%
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職場・学業への復帰状況職場・学業への復帰状況

術後の仕事への復帰状況

退職･退学
9.5%

仕事・学業に
復帰
90.5%

ドナーの経過が順調でなドナーの経過が順調でな
かったもので、復帰できなかったもので、復帰できな
かった傾向が確認されたが、かった傾向が確認されたが、
近年の雇用情勢の影響も考近年の雇用情勢の影響も考
えられるえられる

職場･学校への復帰に要した職場･学校への復帰に要した
期間：期間：
–– 10.210.2±±9.29.2週週
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将来の健康不安と経過の順調度将来の健康不安と経過の順調度

将来への健康不安

感じない
61.2%

感じる
38.8% 将来の健康不安 と ドナー経過順調度

 
将来の健康不安 順調だった どちらとも 悪かった
感じる 28.2% 52.9% 62.2%
感じない 71.8% 47.1% 37.8%

注：　χ2=113.3, ｐ<.0001

ドナー経過順調度

経過が順調でなかったものにおいて、健
康不安をより感じている傾向が見られた
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ドナーに対する保障制度ドナーに対する保障制度

現在、民間の生命保険現在、民間の生命保険
ではドナーの入院・死亡ではドナーの入院・死亡
保障の支払いはなされ保障の支払いはなされ
ないない

万が一の事故のための万が一の事故のための
骨髄移植と同様の損害骨髄移植と同様の損害
保険の必要性を尋ねた保険の必要性を尋ねた

ドナー向け損害保険の必要性

必要
36.4%

とても必要
42.9%

どちらとも
いえない

18.7%

必要でない
1.2%

全く必要
ない
0.7%
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ドナーによる肝臓提供の評価ドナーによる肝臓提供の評価

提供に対する評価提供に対する評価

–– レシピエントの治療状況が良レシピエントの治療状況が良
好であること好であること(r=.411(r=.411））

–– 自分の体調回復が良好であ自分の体調回復が良好であ
ること（ること（r=.189r=.189））

が有意に相関が有意に相関

肝臓を提供したことへの評価

よかった
22.8%

大変
よかった

65.3%

あまり
よくなかった

1.2%どちらとも
いえない

9.3%

大変
よくなかった

1.2%
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結果のまとめ結果のまとめ １１

20032003年年1212月末までに肝臓を提供した月末までに肝臓を提供した1,4351,435名から回答を得た（回収率名から回答を得た（回収率
約約661%1%））
健康状態を「完全に回復した」と答えた人は、全体の健康状態を「完全に回復した」と答えた人は、全体の52.752.7％だった％だった

時間経過とともに症状は軽減するものの、現在時間経過とともに症状は軽減するものの、現在もも感じる症状として、創感じる症状として、創
部部ののひきつれ・麻痺（ひきつれ・麻痺（17.17.７％）、ケロイド（７％）、ケロイド（15.715.7％）、疲労感（％）、疲労感（15.015.0％）、％）、
腹部膨満・違和感（腹部膨満・違和感（10.210.2％）など％）などのの症状の訴えがあった症状の訴えがあった
術後に医療機関を定期的に受診している人は術後に医療機関を定期的に受診している人は27.227.2％である一方、健％である一方、健
康診断を受けないなど医療康診断を受けないなど医療のフォローアップを受けていないのフォローアップを受けていない人が人が約約22
６６％いた％いた
移植医による説明の前から提供の意思を固めていた人が多かった（説移植医による説明の前から提供の意思を固めていた人が多かった（説
明前から：明前から：65.665.6％、その場で：％、その場で：21.621.6％）％）
そのため、移植医に出会う以前にどれだけの正確な情報を持っているそのため、移植医に出会う以前にどれだけの正確な情報を持っている
かが重要になると考えられるかが重要になると考えられる



4141

結果のまとめ結果のまとめ ２２

術後に術後に職場や学校へ復帰した人は職場や学校へ復帰した人は90.590.5％、退職％、退職・・退学などを経験し退学などを経験し
たのはたのは9.59.5％。術後経過の順調度が低いもので％。術後経過の順調度が低いものでこれらにこれらに復帰できない復帰できない
傾向が認められる傾向が認められる。。
レシピエントが死亡したドナーのうち、現在も移植施設との何らかのかレシピエントが死亡したドナーのうち、現在も移植施設との何らかのか
かわりを持っている人はかわりを持っている人は12.912.9％にとどまっている。また、レシピエント％にとどまっている。また、レシピエント
の治療過程において医療機関に対して何らかの不満や要望を持っての治療過程において医療機関に対して何らかの不満や要望を持って
いた人いた人が約が約6060％％いた。いた。

肝臓を提供したことについての総合的な評価は、「大変よかった」人が肝臓を提供したことについての総合的な評価は、「大変よかった」人が
65.465.4％である一方、「大変よくなかった」人が％である一方、「大変よくなかった」人が1.21.2％いる。レシピエント％いる。レシピエント
の治療状況の治療状況やや自身の体調回復が良好であることが有意に相関してい自身の体調回復が良好であることが有意に相関してい
た。た。
肝移植研究会の新しい試みであるドナー外来設置に関する設問に対肝移植研究会の新しい試みであるドナー外来設置に関する設問に対
しては、非常に多くの方々からしては、非常に多くの方々から具体的で具体的で示唆に富んだ提案やご意見示唆に富んだ提案やご意見
を頂いているを頂いている。。
これらこれらをを今後今後活かせるよう、分析を進める活かせるよう、分析を進める方針である方針である
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今後に向けて（対応策）今後に向けて（対応策）

施設レベルでの対応施設レベルでの対応

安全性の確保、ドナー外来の設置、チーム医療の充実安全性の確保、ドナー外来の設置、チーム医療の充実

職員の研修など質の向上職員の研修など質の向上

日本肝移植研究会としての対応日本肝移植研究会としての対応

継続的なドナー調査の実施、ドナー登録制度の充実継続的なドナー調査の実施、ドナー登録制度の充実

統一的なパンフレットやガイドラインの検討統一的なパンフレットやガイドラインの検討

社会に向けての働きかけ社会に向けての働きかけ

ドナーに対する社会的理解を深めていただくドナーに対する社会的理解を深めていただく

ドナーに対して支援的な制度やサービスの必要性をドナーに対して支援的な制度やサービスの必要性を
訴える訴える


